
①プロジェクト規模拡大

多くのメンバーで協力し活動するために、今年は新入

生勧誘に力を入れました。5人前後だったメンバーが20

人まで増えました。 

②ロゴ、パッケージレイアウト製作

私たちのチームは、今年から再始動を始めています。

心機一転のため、チームロゴを新しくデザインしました

(左中央上)。また、マシンの外観の色やデザインも話し

合いました。自分たちの考えを大きく反映させるため、

一から設計を進めています。 

③他大学交流

前学期のみで5校以上他大学のチームを訪問し、活動の様子や車両を

見学し、情報交換させていただきました。 

 6月23日には、茨城大学のフォーミュラチームであるIURを見学させ

ていただきました。IURのマシンは特徴的な設計が多く、自分たちのマ

シンとどの部品が共通し、どの部品が異なるかを比較することでいろい

ろなことが学べました。また、IURの皆様からはマシン製作の知識だけ

でなく、資金の使い方や節約のポイントについても詳しく教えていただ

きました。特に、チームリーダーの方からは、スケジュールの立て方

や、計画の遅延防止策、メンバーのモチベーションを維持する方法など

チーム運営に関する具体的なアドバイスを多数頂戴しました。

全体活動風景 

2025年用パッケージレイアウト 

SITフォーミュラプロジェクト 

活動部員数 2024年8月現在20名 

私たちは毎年9月に愛知国際展示場で行われる学生フォーミュラ大会の出場を目標にし、日々活動しています。 

指導教員 小島一恭 教授 佐藤博之 教授 

活動内容（2024年前学期） 

茨城大学様との交流 



④エンジンの整備、組み立て及び始動 

 当チームは、現在、スポンサー企業のホンダ様よ

り２基のPE07エンジンをご提供いただいています。

どちらも部品不足や整備不足により、長い間使えな

い状態でした。今年度は、エンジンを使える状態ま

での復旧を目指し、組み立て及び始動に向けての整

備を始めました。解体されていたエンジンは、再組

み立てが完了し、バイクに組み付けているエンジン

については、必要部品を組み付けたのち無事始動さ

せることができました。今後はこのエンジンを使用

し、本格的な車両製作に取り組んでいきます。 

⑤企業様訪問 

 当チームでは、企業

の方に学校へ来ていた

だいて、直接指導して

いただいています。今

年度は本田技研工業

様、アネブル様にお越

しいただき、部室見学

や講習会を開いていた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンの始動に成功したCRF450RX 

 

 

本田技研工業株式会社様訪問 

2023年度（昨年度）大会視察 

 

(株)アネブル様の講習会 

年間活動計画 

⑥大会視察 

 大会の雰囲気掴みや、他大学の車両見学のた

めに、学生フォーミュラ大会への視察も行って

います。視察は大きなモチベーション向上にも

つながります。 

今年に開催される、2024年大会にも希望メ

ンバーで参加予定です。 

 


